
 

 

 

夏に近づき，暑さを感じられる日が多くなってきました。子どもたちは，暑さに負けず，日々の

授業はもちろん，委員会の常時活動など一生懸命取り組んでいます。また，「総合」や「家庭科」

の学習では，車いす体験や調理実習を，友だちと協力しながら取り組む素敵な姿もありました。６

月は，梅雨の時期で体調を崩しやすい時期ですが，早寝・早起き・朝ごはんを意識して，健康に学

校生活を送れるようにご協力よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ30.4.5（木） 津幡町立中条小学校 

 

Ｒ４．５．3０（月） 

津幡町立中条小学校 

 

１日（水）算数すいすいタイム 

 ２日（木）全校集会・アクティブタイム 

 ３日（金）委員会（６限）・掃除場所交替 

６日（月）つながりの日 衣替え完全実施  

PC サポート 

 ８日（水）特別日課５限まで 

 ９日（木）普通日課５限まで・代表委員会 

１０日（金）クラブ組織会（６限） 

１３日（月）学納金振替日 

１４日（火）授業参観（２・４限入替制） 

      ※３限校内音楽発表会    

１５日（水）算数すいすいタイム・朝読み聞かせ 

１７日（金）なかよし遊び（昼休み＋掃除） 

２２日（水）プール開き（６年）・不審者対応避難訓練 

２４日（金）メディコン読書の日・ズック持ち帰り 

２７日（金）普通日課５限 

６月の行事予定 授業参観について 
日時：６／１４（火）  

時間：２・４限の入替制 

音楽会校内発表会（３限）の時間 

グループ①10:20~10:35 

グループ②10:45~11:00 

今年度もコロナウイルス感染症拡

大防止のため，「津幡町音楽会」は中止

となりましたが，子ども達が練習して

きた成果を保護者の皆様に披露した

いと考え，校内発表会の場を設けまし

た。子ども達の発表を楽しみにしてい

て下さい。詳しいことは，以前に配付

しました「授業参観の案内」をご覧に

なって下さい。「授業参観健康チェッ

ク表」の提出など感染症対策をし，参

観下さい。よろしくお願い致します。 

水泳指導について（６／２２【水】～） 

 前年度は，コロナウイルス感染症予防として，体育での水泳指導に制限がありましたが，

今年度は感染症予防を徹底しながらも，「泳力を身に付けること」を主目的として授業を行

います。今年度もご家庭で水着等の準備をお願いします。 

水着等の準備について 

・基本，スクール水着（華美でないもの） 

・紫外線対策等として長袖（ラッシュガード）でもよい。（華美でないもの） 

・帽子は，学年の名札の色に準ずる。 

（１年生は学校で購入。転入生は，前の学校で使用していたものを使用してもよい。） 

・ゴーグルは使用することが望ましい。（水質を考えると必需品） 

水着や帽子・タオル等の準備や記名を忘れずにお願いします。また，６月上旬に水泳指導

の承諾書を配付しますので，提出をよろしくお願い致します。 



★５月の学習の様子★ 

お茶のいれ方・調理実習（家庭科） 

５年生から始まった家庭科。「私の生活，大発見！」ではお茶の入れ方や，「おいしい楽しい調理

の力」ではゆでる実習をしました。自分にできる家庭の仕事の一つとして、家族のために一つ一つ

手順を確認しながら，協力して実習できました。ご家庭でも自分にできる仕事を見つけて、家族の

ために続けていけるといいですね。調理器具の扱いに悪戦苦闘していましたが，子ども達は楽しく，

上手に実習することができ，嬉しそうな表情をしていました。 

  

 

 

 

 

 

 

車いす体験（総合） 

５年生では，総合的な学習の授業で「福祉」について学んでいます。先週，足の不自由な人はど

んなところに不便さを感じているのかを知るために，学校の中で車いす体験を行いました。学校の

中の不便に感じる場所や，車いすでも快適な場所を新たに発見することができました。 

 
  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験後の振り返りより 
・車いすを体験すると，狭い廊下やトイレ・短い坂などで車いすの操作が難しく，車いすでの生

活の大変さを感じた。 

・普段の生活と比べると，全然違って大変だった。スロープは緩やかで上りやすそうだったけれ

ど，意外に上りにくかった。 

・毎日，車いすで生活することは力がいるし，狭いところも通って人にも迷惑をかけてしまうの

でつらいと思った。 

・車いす体験をして，エレベーターは便利だと思ったけれど，エレベーターを出る時や入る時は

狭いので不便さを感じた。 

・車いすにとって快適な場所や不便な場所を調べて，足の不自由な人の気持ちが分かった。今度

車いすに乗っている人が困っていたら自分から声をかけて助けたいです。 

 

 

 

 


